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使用上の注意

この水道工事設計標準図におけるⅠ工事設計標準図は、管路工事等における設計標準出来形及び仮設図などである。

また、Ⅱ既設設備設置図については、既存水道施設の設置図であるので、設計図書等で特に定めのある場合を除いて

工事出来形図面として使用しない。



Ⅰ　工　事　設　計　標　準　図



K形・ＮＳ形等布設、既設管撤去 ※　（）寸法は、浅層埋設以外を表す。
※　管接合部については、会所掘りとする。（GX形布設は除く。）
※　C（ｍ）：会所掘りの掘削深さ
※　Ｌ（ｍ）：会所掘りの掘削延長
※　D（m）は、余掘りの掘削深さを表す。
※　掘削深さが1.5ｍを超える部分については、軽量鋼
　　 矢板を適用すること。また、掘削深さが1.5ｍ以下の
　　 部分については、土質条件が悪い場合、水位が高い
　　 場合等に軽量鋼矢板を適用すること。 
※　口径300㎜及び口径350㎜の布設工は、H=2.5m

GX形布設 　 の軽量鋼矢板を適用するものとし、それ以外について
　　 は、H=2.0mの軽量鋼矢板を適用すること。
※　撤去時は会所掘り及び余掘りを考慮しない。

参　考　図

断　　面　　図 支　保　工　設　置　図
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名称 管布設・撤去掘削標準図（土留）

（　〃　）250
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（　〃　）150

0.95 0.80（1.20) 0.30 0.50

93 0.65 0.70（1.20) 0.06 全面
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全面
全面
全面
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0.50
0.30 0.50
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K形・ＮＳ形等布設、既設管撤去 ※　（）寸法は、浅層埋設以外を表す。
※　管接合部については、会所掘りとする。（GX形布設は除く。）
※　C（m）：会所掘りの掘削深さ
※　Ｌ（m）：会所掘りの掘削延長
※　D（m）は、余掘りの掘削深さを表す。
※　掘削深さが1.5ｍを超える部分（会所掘等）については、
※　軽量鋼矢板（H=2.0m）を全面適用すること。
※　土質条件が悪い場合、水位が高い場合等については、
※　軽量鋼矢板を適用すること。

GX形布設 ※　撤去時は会所掘り及び余掘りを考慮しない。
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参　考　図

断　　面　　図

A B C
（mm） （mm） （m） （m） （m）
口径 管外径

（ＦＣＤ）　75 93

（　〃　）150 169 0.70(0.80) 0.80（1.20) 0.30

0.60(0.70) 0.70（1.20) 0.30
（　〃　）100 118 0.65(0.70) 0.80（1.20) 0.30

（　〃　）250 271.6 0.80(0.90) 0.80（1.20) 0.30
（　〃　）200 220 0.75(0.85) 0.80（1.20) 0.30

D
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（ＦＣＤ）　75 93

（　〃　）300 322.8 0.85 0.80（1.20) 0.30

口径 管外径 A B

（　〃　）150 169 0.50 0.80（1.20) 0.06

0.50 0.70（1.20) 0.06
（　〃　）100 118 0.50 0.80（1.20) 0.06

0.06（　〃　）200 220 0.55 0.80（1.20)

（　〃　）300 322.8 0.65 0.80 0.06

図面 1-2 平成 27

（　〃　）250 271.6 0.60 0.80 0.06

名称 管布設・撤去掘削標準図（素掘）
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1.　原則、仮設管は本設管布設替位置より民地側を掘削することと
　 し、他の埋設物に影響のないよう埋設箇所を選定すること。

2.　仮設管布設時における道路復旧内容については以下のとおり
　 とする。また、埋戻材については原則、改良土とする。

　 なお、撤去時における道路復旧内容については設計図に準ずる
　 ものとする。

3.　埋設深さについては仮設配管採用にあたっての最小値を示す。
　なお、管接合部の会所掘りについては行わない。

（　）内は歩道内の施工に適用する。
4.　道路管理者から別途指示があった場合はこれに従うものとする。

車道部Ac15㎝以上 表層5㎝・路盤20㎝

歩道部 表層3㎝・路盤10㎝
車道部Ac8㎝以下 表層3㎝・路盤10㎝

車道部Ac10㎝～13cm 表層5㎝・路盤10㎝

図面 1-3 平成 26

名称 仮設管布設・撤去掘削標準図

200 0.50 0.60
300 0.60 0.60

150 0.40 0.60（0.40）

0.40 0.60（0.40）
75・80 0.40 0.60（0.40）

A B
（mm） （m） （m）

100 0.40 0.60（0.40）

口径

50

参　考　図

断　　面　　図

Ｂ

Ａ

仮設管布設・撤去

本設管布設替



※　無収縮モルタルの充填高さ（L）は、原則計上しない。
※1：撤去の場合は、H=200(2個)及びH=300(1個)の代わりにH=300を2個計上する。

参　考　図

図面 1-4 平成 27

1 2 － －
1 1

ボックス中部　H=300
ボックス底板　H=40

1
1 1 1 1

1※1

名称 仕切弁筺（ﾚｼﾞｺﾝ）設置・撤去標準図①

2 －

ボックス上部　H=150
ボックス中部　H=150
ボックス中部　H=200 2※1 2 － 2

1 1 1 1 1 1
－ － － 1 － －

300㎜ 350㎜
1.2m 1.2m 1.2m 1.2m 1.2m 1.2m

管口径
土被り

75㎜ 100㎜ 150㎜ 200㎜

ﾎﾞｯｸｽ底板（円形１号）

ﾎﾞｯｸｽ中部（円形１号）

ﾎﾞｯｸｽ上部（円形１号）

弁筐鉄蓋（円形１号）



◎　浅層埋設

※　無収縮モルタルの充填高さ（L）は、原則計上しない。
※1：付替用の場合は、H=200の代わりにH=300を1個計上する。

参　考　図

75㎜ 100㎜ 150㎜ 200㎜ 300㎜ 350㎜管口径
土被り 0.7m 0.8m 0.8m 0.8m

ボックス中部　H=150 － － － 1

0.8m 1.2m
ボックス上部　H=150 1 1 1 1 1 1

－ －
ボックス中部　H=200 1※1 － 1 － － －

図面 1-5 平成 27

名称 仕切弁筺（ﾚｼﾞｺﾝ）設置・撤去標準図②

－ 1
ボックス底板　H=40 1 1 1 1 1 1
ボックス中部　H=300 － 1 － －

ﾎﾞｯｸｽ底板（円形１号）

ﾎﾞｯｸｽ中部（円形１号）

ﾎﾞｯｸｽ上部（円形１号）

弁筐鉄蓋（円形１号）



※1　無収縮モルタルの充填高さ（H）は50㎜を標準とする。　

※本管口径500㎜～1000㎜

参　考　図

24図面 1-6 平成

名称 バタフライ弁(耐震継手）弁筺設置標準図

ﾎﾞｯｸｽ底板（円形4号)

1
0
0

H

2
0
0

5
0
0

4
0

1
5
0
0

1
5
0

764

618

基礎砕石

ﾎﾞｯｸｽ上部（円形4号 H=200)

弁栓筐鉄蓋（円形４号 仕切弁）

無収縮モルタル※1

5
0
0
程

度

Ｌ

ﾎﾞｯｸｽ下部（円形4号 H=500)

1000



寸法表

参　考　図

B管径 D0

500㎜ 528 828 1500
900㎜ 939 1239 1500

A

名称 バタフライ弁(副弁内蔵①）弁室設置標準図

図面

L
1500
1500

241-7 平成

1
5
0

Ｌ 100100B 100100

基礎砕石

1
2
0

3
0

3
0
0

A
6
0
0

1
5
0
0

1
5
0

3
0
0

1
5
0

D
0

無収縮モルタル

緊結プレート・ボルト900

調整リング 900×150-2

組立マンホール斜壁 900×900×300

組立マンホール直壁 900×600

水抜き ＶＰ40

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18N/㎜2)

弁栓筐鉄蓋（円形6号 仕切弁）



寸法表

1500㎜ 1554 1854 2000 2000

1239 1700 2000
1350㎜ 1400 1700 2000 2000

参　考　図

23

管径 D0 A B L
500㎜ 528 828 1700

図面 1-8 平成

2000
900㎜ 939

名称 バタフライ弁(副弁内蔵②）弁室設置標準図

1
2
0

3
0

1
5
0

A
6
0
0

1
5
0
0

1
5
0

1
5
0

4
5
0

1
5
0

D
0

基礎砕石

水抜き ＶＰ40

無収縮モルタル

緊結プレート・ボルト
1200

調整リング 900×150

組立マンホール斜壁 900×1200×450

組立マンホール直壁 1200×600

基礎砕石

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18N/㎜2)

弁栓筐鉄蓋（円形6号 仕切弁）

B 100100 Ｌ 100100



（  ）内数値は単口消火栓、多排空気弁、排水弁（3号）の場合
※　無収縮モルタルの充填高さ（H）は50㎜を標準とする。

参　考　図

24図面 1-9 平成

名称 消火栓筺（ﾚｼﾞｺﾝ）設置・撤去標準図

AJフレームホルダー

M16調整ボルトﾎﾞｯｸｽ上部（円形４号（３号））

ﾎﾞｯｸｽ下部（円形４号（３号））

ﾎﾞｯｸｽ底板（円形４号（３号））

無収縮モルタル



管径別の急速空気弁の呼び径

150㎜
200㎜

口径
400㎜～800㎜
900㎜～1100㎜
1200㎜～1650㎜

参　考　図

27図面 1-10 平成

1700㎜以上

設置呼び径
75㎜
100㎜

名称 急速空気弁筺設置標準図

1
0
0

H

2
0
0

5
0
0

4
0

1
5
0
0

1000

1
5
0

764

618

基礎砕石

弁栓筐鉄蓋（円形呼び600 空気弁（急速用））

無収縮モルタル

4
0
0
程

度

ﾎﾞｯｸｽ上部（急速空気弁用
φ600×H=200)

ﾎﾞｯｸｽ下部（円形4号 H=500)

ﾎﾞｯｸｽ底板（円形4号)



寸法表 管径別の双口空気弁の呼び径

※ﾌﾗﾝｼﾞ径600の場合はL１＝1000とする

150㎜

口径 設置呼び径
400㎜～600㎜ 75㎜
700㎜～900㎜ 100㎜

L1
600
600
600
6001350㎜ 1400 1700 1800 2100

2000
700㎜ 733 1033 1700 2000
1000㎜ 1041 1341 1700 2000 1000㎜以上

参　考　図

23

管径 D0 A B L
400㎜ 425 725 1700

図面 1-11 平成

名称 双口空気弁室設置標準図

1
2
0

3
0

1
5
0

A
6
0
0

1
5
0
0

1
5
0

1
5
0

4
5
0

1
5
0

D
0

Ｌ 100100B 100100

基礎砕石

1
0
0

調整リング 900×150

組立マンホール斜壁 900×1200×450

組立マンホール直壁 1200×600

無収縮モルタル

緊結プレート・ボルト1200

Ｌ1

弁栓鉄蓋（円形６号 上水（工水）空気弁）

水抜き ＶＰ40

ｺﾝｸﾘｰﾄ(18N/㎜2)



※　土留については、各工種とも軽量鋼矢板H=2.0m両側全面
※　上記「○」は、Ａ･･･連絡工手元労力を含む、Ｂ･･･連絡工事手元労力を含まないのいずれかを示す。
※　不断水取出、Ｔ字撤去も上記表に準拠する。
※　連絡に凍結を含む場合の（）内については、（凍結、管抜防止、仮止水）の箇所数を示す。

例： 連絡（Ａ－１)、（Ｂ－３）×２
凍結（Ｓ２、２、１）

注　()内の凍結において、「Ｓ」・・・凍結１箇所あたり凍結容器１個設置、［Ｄ」・・・凍結１箇所あたり凍結容器２個設置

断　　面　　図

凍結において１箇所当り凍結容器を２個設置する場合は、連絡（○－４）に準拠する。

備　　　　　考

凍結において１箇所当り凍結容器を１個設置する場合は、連絡（○－３）に準拠する。

試掘は、連絡（○－１）に準拠する。

1.00 1.00 1.00
1.00 1.50 1.50

1.00 2.00 2.00
1.50 3.00 4.50

a
（　m　）

b
（　m　）

面　積
（　㎡　）

名称 連絡部標準図

図面 1-12 平成 22

形　状　寸　法

連絡工（○－１）
連絡工（○－２）
連絡工（○－３）
連絡工（○－４）

凍結Ｓ　　　　　　 ２箇所
管抜け防止　　　２箇所
仮止水　　　　　　１箇所

参　考　図

b

a 1.7m

平　　面　　図



参　考　図

16図面 1-13 平成

名称 路面覆工標準図（桁受みぞ形鋼）

横矢板 t=3cm

鋼矢板

舗装止め ［-200×90×8

桁受 L-100×100×10

滑り止め加工付
覆工板 2000×1000×200段差処理

再生ｱｽﾌｧﾙﾄ(密粒)

桁受 ［-250×90×9

受桁 H-300×300×10×15



参　考　図

16図面 1-14 平成

名称 路面覆工標準図（桁受Ｈ鋼）

軽量鋼矢板・鋼矢板

又はﾗｲﾅｰﾌﾟﾚｰﾄ

砕石基礎(RC-40)

舗装止め ［-200×90×8

桁受 H-300×300×10×15

覆工板 2000×1000×200
滑り止め加工付

横矢板 t=3cm

段差処理
再生ｱｽﾌｧﾙﾄ(密粒)

受桁 H-300×300×10×15



参　考　図

16図面 1-15 平成

名称 吊防護標準図（水道）①



参　考　図

16図面 1-16 平成

名称 吊防護標準図（水道）②



※注　吊防護に使用する部材や防護方法は、この参考図によるほか、水道維持管理指針なども参考に検討すること。
※注　吊防護に使用する部材の寸法等は、その都度強度計算を用い決定すること。

参　考　図

24図面 1-17 平成

名称 吊防護標準図（水道）③



塗装
0.49MPa

外面さび止め

995.0 200.0 914.4

450 538.0 80.0 457.2

16.0

設計水圧

600 690.0 120.0 609.6 14.0
500 588.0 100.0 508.0 12.0

711.2 14.0
800 894.0 180.0 812.8 14.0
900

792.0 150.0700

（mm）

10.0406.480.0486.0400

参　考　図

12.0

16

口径 B1 C2 D1 t1
（mm） （mm） （mm） （mm）

図面 1-18 平成

名称 鋼製仮閉塞蓋設置標準図（φ400～φ900）

空気抜き50A

100A管ﾌﾗﾝｼﾞ 

F12GF

空気抜き50A 詳細図



C2
（mm）

t1

20.0
20.0
20.0
20.0

D1
（mm）

1016.0
1117.6
1219.2

200.0
200.0
220.0
220.0460.0

外面さび止め

口径
（mm）

1000
1100
1200
1350

設計水圧
塗装

a1
（mm）

338.0
373.0
406.0

0.49MPa

457.0

B1

参　考　図

16図面 1-19 平成

1452.0 1371.6

（mm）（mm）

1096.0
1198.0
1300.0

a2
（mm）

352.0
383.0
414.0

名称 鋼製仮閉塞蓋設置標準図（φ1000～φ1350）

空気抜き50A

100A管ﾌﾗﾝｼﾞ 

F12GF

空気抜き50A 詳細図



既設

道路

分水栓
（箇所）

宅地内　1.0m

ステンレス鋼管
（ m ）

止水栓
（箇所）

平成 27

名称 付替標準図（SUS25㎜宅地内1mまで）

2-1図面

参　考　図

φ75～300㎜

管穿孔口防錆工法用挿入コアφ25

水道用サドル付分水栓φ75～300×φ25

分水ソケット（SUS316）φ25

水道用波状ステンレス鋼管（SUS316）φ25

ソケット（SUS316）φ25

水道用波状ステンレス鋼管（SUS316）φ25

鋼管接続用アダプター（SUS316）φ25

止水栓φ25

ニップル（PB・VB）φ25－径違いソケット（PB・VB）

（既設管φ20㎜以下の場合に使用）

VLカップリング付ソケット（HI－LASSS）

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管PB



既設φ40・φ50

平成 27

名称 付替標準図（SUS40・50㎜宅地内1mまで）

2-2図面

道路 宅地内　1.0m

参　考　図

分水栓
（箇所）

ステンレス鋼管
（ m ）

止水栓
（箇所）

φ75～300㎜

管穿孔口防錆工法用挿入コアφ40・φ50

水道用サドル付分水栓φ75～300×φ40・φ50

分水ソケット（SUS316）φ40・φ50

水道用波状ステンレス鋼管（SUS316）φ40・φ50

ソケット（SUS316）φ40・φ50

水道用波状ステンレス鋼管（SUS316）φ40・φ50

分水ソケット（SUS316）φ40・φ50

青銅製仕切弁φ40・φ50

ソケット（PD・VD片側青銅製品接続用）φ40・φ50

エルボ（PD・VD）φ40・φ50

水道用ポリエチレン粉体

ライニング鋼管PDφ40・φ50

エルボ（PD・VD）φ40・φ50

水道用ポリエチレン粉体

ライニング鋼管PDφ40・φ50

水道用ポリエチレン粉体

ライニング鋼管PDφ40・φ50

VLカップリング付ソケット（HI―LASSS）φ40・φ50

エルボ（PD・VD）φ40・φ50

ユニオンφ40・φ50

水道用ポリエチレン粉体

ライニング鋼管PDφ40・φ50



既設SUS・PD・VD
φ25～50

既設φ75～

27

分水栓
（箇所）

ステンレス鋼管
（箇所）

ダクタイル鋳鉄管
（箇所）

名称 付替標準図（DIP及びSUS直近）

図面 2-3 平成

DIP SUS直近　25～50㎜

参　考　図

管穿孔口防錆工法用挿入コアφ25～50

水道用サドル付分水栓φ75～300×φ25～50

分水ソケット（SUS316）φ25～50

水道用波状ステンレス鋼管（SUS316）φ25～50

ソケット（SUS316）φ25～50
φ75～300㎜φ100～300㎜

ソフトシール仕切弁（配水管布設工事にて）

曲管（K形）45°

継輪（K形）

直管（K形）（内面粉体）

直管（K形）（内面粉体）



25㎜　（A）　（箇所） 25㎜　（B）　（箇所）

既設

40㎜　（A）　（箇所） 40㎜　（B）　（箇所）

既設φ40

※メーターについては再利用するものとする。
※既設管口径が25㎜以下の場合は、既設管口径に準ずる

メーターBOX φ40

平成 27

名称 付替標準図（メーター移設）

2-4図面

メーターBOX φ40

参　考　図

メーターBOX メーターBOX

M

M

M

M

ソケット（PD・VD）

・SGP用メーターニップル

メーター用止水栓固定形

メーター用自在継手Ⅰ型

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管PD

ソケット（PD・VD）・SGP用メーターニップルφ40

伸縮管（片メーター袋ナット）φ40

ソケット（PD・VD）

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管PDφ40

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管PD

VLカップリング付ソケット（HI－LASSS）

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管PDφ40

VLカップリング付ソケット（HI－LASSS）φ40

ソケット（PD・VD）・SGP用メーターニップルφ40

伸縮管（片メーター袋ナット）φ40

ソケット（PD・VD）

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管PDφ40

メーター用止水栓固定形

メーター用自在継手Ⅰ型

水道用ポリエチレン粉体ライニング鋼管PD

ソケット（PD・VD）

・SGP用メーターニップル



※X：道路部延長

参　考　図

名称 付替土工事標準図（宅地内1mまで）

図面

0.75

道路内 宅地内

平面図 断面図

0.4 0.5

0.5

0.4

2-5 平成 27

0.75

0.5

0.3 0.7

道路内 宅地内

X

0.35

断面図

X 0.3 0.7

0.35

0.4



メーター移設部 メーター撤去部
平面図 断面図 平面図 断面図

断面図 復旧図 断面図 復旧図

※メーターが離れている場所に設置されていて、宅地内2m以内に移設する場合

0.3

参　考　図
メーター移設A（25㎜）

コンクリート切断 コンクリート切断

1.0 0.4 1.5

0.05

0.23 ﾒｰﾀｰBOX

0.4 0.35

0.51 0.51

0.05

0.51

0.23 ﾒｰﾀｰBOX ﾒｰﾀｰBOX

図面 2-6 平成 16

名称 付替土工事標準図（ﾒｰﾀｰ移設A25㎜）

発生土埋戻

（山砂）

1.0 1.0 1.5 1.5

0.35 （RC-40） （RC-40）

発生土埋戻

人力掘削（普通土）

0.1

0.2

0.3

0.1

0.2

0.05

0.1

0.2

砕石基礎

人力掘削（普通土）

コンクリート

人力掘削（路盤）

0.4

0.3 0.4 0.35

コンクリート取壊し コンクリート コンクリート取壊し

人力掘削（路盤）
砕石基礎

0.23 0.23



メーター移設部 メーター撤去部
平面図 断面図 平面図 断面図

断面図 復旧図 断面図 復旧図

参　考　図
メーター移設A（40㎜） ※メーターが離れている場所に設置されていて、宅地内2m以内に移設する場合

0.4

0.26 ﾒｰﾀｰBOX 0.26 ﾒｰﾀｰBOX

0.4 0.35

0.64 0.64

1.0 0.4 1.5

ﾒｰﾀｰBOX

コンクリート取壊し

0.4

図面 2-7 平成 16

0.05 0.05 0.05

名称 付替土工事標準図（ﾒｰﾀｰ移設A40㎜）

発生土埋戻

（山砂）

1.0 1.0 1.5 1.5

0.35 （RC-40） （RC-40）

発生土埋戻

0.1

0.2

0.1

0.2

0.1

0.2

コンクリート取壊し コンクリート

0.64

コンクリート切断 コンクリート切断

砕石基礎

人力掘削（普通土）

コンクリート

人力掘削（路盤）
砕石基礎

0.26 0.26 人力掘削（路盤）

0.4 0.4 0.35

人力掘削（普通土）



平面図 断面図 平面図 断面図

断面図 復旧図 断面図 復旧図

ﾒｰﾀｰBOX ﾒｰﾀｰBOX

0.3

コンクリート切断コンクリート切断

ﾒｰﾀｰBOX

参　考　図

メーター移設B（25㎜）※メーターが宅地内2m以内に設置されている場合 ※メーターが宅地内2m以内に設置されている場合メーター移設B（40㎜）

1.0 0.4 1.0 0.4

0.3 0.4 0.35 0.4 0.4

0.64

0.23

0.51 0.64

コンクリート コンクリート取壊し

砕石基礎

0.05

（RC-40） （RC-40）

発生土埋戻 人力掘削（普通土）
0.35

0.1

0.2

0.23

図面 2-8 平成 16

名称 付替土工事標準図（ﾒｰﾀｰ移設B25㎜・40㎜）

0.35

ﾒｰﾀｰBOX

0.05

0.1

0.26

0.35
発生土埋戻

1.0 1.0 1.0 1.0

0.2

0.26

0.64

0.51

0.51

コンクリート取壊し

人力掘削（路盤）
砕石基礎

コンクリート

人力掘削（路盤）

人力掘削（普通土）



1.25
1.3

掘削

0.05

0.8

1.0

1.6

付替　25㎜～50㎜　直近

平面図 断面図

アスコン

1.6 掘削

（舗装）

0.5
0.75

0.8 1.6

平面図 断面図

分水止

2-9

参　考　図

1.0

図面

1.0

平成 24

名称 付替土工事標準図（直近・分水止）



1.0

2.0

1.7

付替　DIP　連絡

平面図 断面図

2.0

24

名称 付替土工事標準図（DIP連絡）

平成図面 2-10

参　考　図



0.05

1.35

1.6

アスコン

16

2.6

掘削

図面 2-11 平成

名称 付替土工事標準図（T字取外し・不断水）

1.4
1.0

2.0

1.6 掘削

2.6

（舗装）

T字取外し

平面図 断面図

参　考　図



※注1：ステンレス鋼管延長4.0ｍ以下の場合

名称 擁壁部付替標準図（SUS25・40・50㎜）

26

道路

図面 2-12 平成

ス
テ

ン
レ

ス
鋼

管
（
ｍ

）

擁
壁

部

参　考　図

宅地内

支持金具（1箇所）※注1

ソケット（SUS316）

防寒材

水道用ステンレス鋼管（SUS316）

エルボ（SUS316）

水道用ステンレス鋼管（SUS316）

エルボ（SUS316）

水道用ステンレス鋼管（SUS316）



※特記以外の材質については、SS400を使用すること。
※文字及びマークの仕様
※文字は黒色塗装、マークは白色塗装とする。
※上部通気孔は、防噴流形通気孔（SUS製）を側面2箇所に取り付けること。

3種B

ｼｱﾅﾐﾄﾞﾍﾙｺﾞﾝ下塗り
JIS-K-5625-2種

　

素地調整

下塗り

中塗り

上塗り

2種

塗 装 仕 様

ｼｱﾅﾐﾄﾞﾍﾙｺﾞﾝ下塗り
JIS-K-5625-2種

HI-CRﾃﾞﾗｯｸｽ
JIS-K-56516-1種

HI-CRﾃﾞﾗｯｸｽ
JIS-K-56516-1種

　※内外面同色

参　考　図

外　面 内　面

   〃
   〃　色標番号 S31-413

   〃
   〃　色標番号 S31-413

災害対策用給水装置格納庫設置標準図①名称

23平成図面 ３－１

ＬＣ正面図 側面図

16
5

14
701
80
0

1
65

600

マーク部

200

文字部

100

文字部

50

500

1
65

1
47
018
00

1
6
5

1
75
0

30

20
0

250

250

ＬＣ

1
60
0

20
0

250



参　考　図

図面 ３－２

災害対策用給水装置格納庫設置標準図②名称

平成 23

35.5

スノコ 詳細図
(SUS 304)

※接合部はすべて溶接

平 面 図
(おもて）

（うら）

側 面 図

受台 詳細図

545.4

35.5

平 面 図
(おもて） （うら）

側 面 図

6

42
0

65

50 100
550

50

50 100

550

50
0

600

5
00

600

600

70
0

6×65×65

6×65×65

5×50×100

529

※全面亜鉛メッキまたはＳＵＳ
※接合部はすべて溶接

5-φ15キリ 5-φ15キリ

470

6×65×65



参　考　図

図面 ３－３

災害対策用給水装置格納庫設置標準図③名称

平成 23

ロッド受け

ロッドφ8（SUS)

ロッド受け

扉

ワールドロック社製
ハイロックハンドル-60 兼用型

ロッド受け

３管型加工蝶番 ピンφ8×100 （SUS）‐３

ロッド受け

ロッドφ8（SUS)

ロッド接触部補強板 ｔ=２

ロッド接触部補強板 ｔ=２

ロック接触部補強板 ｔ=２

18
00

キリ

4
00



参　考　図

図面 ３－４

災害対策用給水装置格納庫設置標準図④名称

平成 23

a

b

本体

金具 （フック設置時）

(
金
具

)

a 矢視 b 矢視

t=2.3 D=1 P=2 
開孔率22.7%程度

防噴流形通気孔（ＳＵＳ製）

正面 側面 裏面 本体切抜寸法(参考）
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※通気ガラリ、吹込防止カバー、本体押さえ枠、ビス等の部品は、SUS製にすること。
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参　考　図

図面 ３－５

災害対策用給水装置格納庫設置標準図⑤名称

平成 23

2
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21
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格納庫設置図

正面図 側面図



参　考　図

平成図面 ３－６ 26

名称 開設不要型応急給水拠点（既設給水栓利用型）標示板設置標準図



参　考　図

図面 ３－７ 平成 26

名称 開設不要型応急給水拠点（既設給水栓利用型）標示板パネル　印刷イメージ図

平 面 図



参　考　図

平成図面 ３－８ 26

名称 開設不要型応急給水拠点（災害時注水地点併設型）標示板標準図



参　考　図

図面 ３－９ 平成 26

名称 開設不要型応急給水拠点（災害時注水地点併設型）標示板　印刷イメージ図

平 面 図



参　考　図

図面 ３－１０ 平成 26

名称 開設不要型応急給水拠点（既設給水栓利用型）案内板標準図

平 面 図 断 面 図



参　考　図

図面 ３－１１ 平成 26

名称 開設不要型応急給水拠点（既設給水栓利用型）案内板　印刷イメージ図

平 面 図



Ⅱ　既　設　設　備　設　置　図



参　考　図

図面 4-1 平成 13

名称 22°1/2曲管防護図（水平）



名称 45°曲管防護図（水平）

13図面 4-2 平成

参　考　図



名称 90°曲管防護図（水平）

13図面 4-3 平成

参　考　図



名称 22°1/2曲管防護図（垂直）

13図面 4-4 平成

参　考　図



名称 45°曲管防護図（垂直）

13図面 4-5 平成

参　考　図



名称 90°曲管防護図（垂直）

13図面 4-6 平成

参　考　図



名称 空気弁室設置図（平面図①）

13図面 5-1 平成

参　考　図



名称 空気弁室設置図（平面図②）

13図面 5-2 平成

参　考　図



名称 空気弁室設置図（断面図）

13図面 5-3 平成

参　考　図



名称 空気弁室低版配筋図（断面図）

13図面 5-4 平成

参　考　図



○浅層埋設
350㎜
1.2m

1
-
1

300㎜
0.8ｍ

1
-
1 下枠 1 1 1 1 1

中枠 2 2 1 1 -
上枠 1

中枠 - - - -

管口径 75㎜ 100㎜ 150㎜ 200㎜

1 1 1

管口径 75㎜ 100㎜ 150㎜ 200㎜ 300㎜

1 1 1 1
土被り 1.2m 1.2m 1.2m 1.2m 1.2m

名称 仕切弁筐（コンクリート製）設置標準図

図面 5-5 平成 24

下枠 1 1 1 1

土被り 0.8m 0.8ｍ 0.8ｍ 0.8ｍ
上枠 1

参　考　図



名称 単口消火栓用筐（コンクリート製）設置標準図

13図面 5-6 平成

参　考　図



名称
双口消火栓用筐（コンクリート製）設置標準図

空気単口消火栓、多排空気弁筐含む

13図面 5-7 平成

参　考　図



名称 仕切弁筐設置図（旧型）

13図面 5-8 平成

参　考　図



名称 単口消火栓用筐設置図（旧型）

13図面 5-9 平成

参　考　図



名称 双口消火栓用筐設置図（旧型）

13図面 5-10 平成

参　考　図



名称 電気防食ターミナル筐設置図

13図面 6-1 平成

参　考　図



名称 標示板基礎・寸法図

16図面 7-1 平成

参　考　図



名称 標示板製作図①

16図面 7-2 平成

参　考　図



名称 標示板製作図②

16図面 7-3 平成

参　考　図



名称 手押しポンプ用格納庫製作図①

16図面 7-4 平成

参　考　図

川
崎
市
上
下
水
道
局



名称 手押しポンプ用格納庫製作図②

16図面 7-5 平成

参　考　図



名称 手押しポンプ用格納庫製作図③

16図面 7-6 平成

参　考　図



名称 ベンチ式格納庫基礎図

16図面 7-7 平成

参　考　図



名称 ベンチ式格納庫製作図①

16図面 7-8 平成

参　考　図



名称 ベンチ式格納庫製作図②

16図面 7-9 平成

参　考　図



名称 ベンチ式格納庫製作図③

16図面 7-10 平成

参　考　図



名称 ベンチ式格納庫製作図④

16図面 7-11 平成

参　考　図



名称 ベンチ式格納庫製作図⑤

16図面 7-12 平成

参　考　図



350㎜

150㎜

150㎜

G.L.

新設配水管φ75㎜

700㎜

排水設備等円形鉄蓋標準図

名称 簡易排水設備設置標準図

20図面 8-1 平成

参　考　図

簡易排水設備設置標準図

350

430

480

1
5
0

320蓋

受枠

町野式消火栓金口

町野オスφ65㎜×ガスオスφ50㎜

排水設備筐

（排水設備等鉄蓋及びレジンコンクリート円形2号上部H=150㎜）

レバー式ボール弁φ50㎜
（フルボア）

SGP－VDφ50㎜

異種管接続用オスアダプターエルボφ50㎜

（コア内蔵､異種管接触防止形、埋設配管用）

管帽φ75㎜
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